
(57)【要約】

一対の電極間に発光層又は発光層を含む複数の有機層を

有し、前記発光層又は前記発光層を含む複数の有機層の

少なくとも一層は、下記一般式(1):

【化１】

　

　

　

（ただし、Ar1 1、Ar1 2、Ar1 3、Ar1 4及びAr1 5はそれぞれ

アリール基又はヘテロアリール基を表し、Arはベンゼン

環、ナフタレン環、フェナントレン環又はアントラセン

環を表し、Ar、Ar1 1、Ar1 2、Ar1 3、Ar1 4及びAr1 5のうち

少なくとも1つは縮環したアリール基又は縮環若しくは

非縮環ヘテロアリール基、あるいは縮環したアリール基

又は縮環若しくは非縮環ヘテロアリール基を有する基で

あり、Ar1 1、Ar1 2、Ar1 3、Ar1 4及びAr1 5がそれぞれ互い

に結合して環を形成することはなく、R1 1は置換基を表

し、n1 1は0以上の整数を表す。）により表される少なく

とも1種の化合物を含有することを特徴とする発光素子

JP 2004-535051 A 2004.11.18



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 対 の 電 極 間 に 発 光 層 又 は 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 を 有 す る 発 光 素 子 に お い て 、 前 記 発
光 層 又 は 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 が 、 下 記 一 般 式 (1):
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基
を 表 し 、 Arは ベ ン ゼ ン 環 、 ナ フ タ レ ン 環 、 フ ェ ナ ン ト レ ン 環 又 は ア ン ト ラ セ ン 環 を 表 し 、
Ar、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も １ つ は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若
し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 で あ り 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 が そ
れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な く 、 R 1 1 は 置 換 基 を 表 し 、 n 1 1 は ０ 以 上 の 整 数
を 表 す 。 ） に よ り 表 さ れ る 少 な く と も １ 種 の 化 合 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 素 子
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 一 般 式 (1)に お け る Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も １ つ は ピ レ ニ
ル 基 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 一 般 式 (1)に お け る R 1 1 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も ４ つ は 縮
環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 一 般 式 (1)に お け る R 1 1 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も １ つ は ナ
フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ
レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 一 重 項 励 起 状 態 か ら 発 光 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発
光 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 下 記 一 般 式 (2):
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基
を 表 し 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮
環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 で あ り 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5

が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な く 、 R 2 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 す 。
） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び Ar 2 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、
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ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 Ar 2 5 は
フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ
ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 R 2 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ ー
ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮
環 ア リ ー ル 基 で あ り 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形
成 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び Ar 2 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 及
び フ ェ ナ ン ス リ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 光 素 子
。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る R 2 1 は 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る R 2 1 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も ４ つ は 縮
環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 2 は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 4 は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る R 2 1 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も １ つ は ナ
フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ
レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 3 は 縮 環 ア リ ー ル 基 で あ り 、 R 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5

は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ
ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 一 般 式 (2)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 (5):
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 5 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を
表 し 、 R 5 2 は 置 換 基 を 表 し 、 n 5 1 は ０ ～ ９ の 整 数 を 表 す 。 ） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 一 般 式 (5)に お け る Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、
ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 15に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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前 記 一 般 式 (5)に お け る R 5 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 15に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 一 般 式 (5)に お け る R 5 1 は 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 一 般 式 (2)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 下 記 一 般 式 (6):
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 6 1 、 Ar 6 2 、 Ar 6 3 、 Ar 6 4 、 Ar 6 5 、 Ar 6 6 、 Ar 6 7 及 び Ar 6 8 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又
は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 6 1 及 び R 6 2 は そ れ ぞ れ 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 し 、 R 6 3 、 R 6 4

及 び R 6 5 は 置 換 基 を 表 し 、 n 6 1 及 び n 6 2 は そ れ ぞ れ ０ ～ ５ の 整 数 を 表 し 、 n 6 3 及 び n 6 4 は そ れ
ぞ れ ０ ～ ４ の 整 数 を 表 し 、 n 6 5 は ０ ～ ８ の 整 数 を 表 す 。 ） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 一 般 式 (6)の Ar 6 1 、 Ar 6 2 、 Ar 6 3 、 Ar 6 4 、 Ar 6 5 、 Ar 6 6 、 Ar 6 7 及 び Ar 6 8 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ
ル 基 、 ナ フ チ ル 基 及 び フ ェ ナ ン ス リ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
19に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 一 般 式 (6)の R 6 1 及 び R 6 2 は そ れ ぞ れ 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群
か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 一 般 式 (6)の n 6 1 及 び n 6 2 は そ れ ぞ れ ０ 又 は １ を 表 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載
の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 下 記 一 般 式 (3):
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又
は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 が そ れ
ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。 ） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 一 般 式 (3)の Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ
ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 23に 記 載 の 発 光 素 子 。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 、 下 記 一 般 式 (4):
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は そ れ ぞ れ
ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、
Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。 ） に よ り 表 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 一 般 式 (4)の Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は そ
れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な
る 群 か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 25に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 発 光 層 中 に お け る 前 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 の 含 有 量 は 発 光 材 料 と し て 0.1
～ 100質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 発 光 層 及 び 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 に お け る 前 記 一 般 式 (1)
に よ り 表 さ れ る 化 合 物 の 含 有 量 は ホ ス ト 材 料 と し て 10～ 99.9質 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 発 光 層 及 び 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 が 発 光 層 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 発 光 層 及 び 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 が 正 孔 輸 送 層 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 発 光 層 が 少 な く と も １ 種 の 蛍 光 化 合 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
発 光 素 子 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
下 記 一 般 式 (5):
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 5 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を
表 し 、 R 5 2 は 置 換 基 を 表 し 、 n 5 1 は ０ ～ ９ の 整 数 を 表 す 。 ） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 一 般 式 (5)に お け る Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、
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ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 32に 記 載 の 化 合 物 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 一 般 式 (5)に お け る R 5 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 32に 記 載 の 化 合 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 電 気 エ ネ ル ギ ー を 光 に 変 換 す る 発 光 素 子 に 関 し 、 特 に 表 示 素 子 、 デ ィ ス プ レ イ 、
バ ッ ク ラ イ ト 、 電 子 写 真 、 照 明 光 源 、 記 録 光 源 、 露 光 光 源 、 読 み 取 り 光 源 、 標 識 、 看 板 、
イ ン テ リ ア 、 光 通 信 デ バ イ ス 等 に 好 適 な 発 光 素 子 、 及 び か か る 発 光 素 子 に 用 い る こ と が で
き る 新 規 な 芳 香 族 化 合 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
今 日 、 種 々 の 表 示 素 子 に 関 す る 研 究 開 発 が 活 発 に 行 わ れ て お り 、 中 で も 有 機 電 界 発 光 (EL)
素 子 は 低 電 圧 で 高 輝 度 の 発 光 が 可 能 で あ る た め 注 目 さ れ て い る 。 例 え ば 、 有 機 化 合 物 の 蒸
着 に よ り 形 成 し た 有 機 薄 膜 を 有 す る 発 光 素 子 が 知 ら れ て い る (「 ア プ ラ イ ド 　 フ ィ ジ ッ ク
ス 　 レ タ ー ズ （ Applied Physics Letters） 」 ， 51巻 ， 913頁 ， 1987年 )。 こ の 発 光 素 子 は
、 電 子 輸 送 材 料 (ト リ ス (8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ナ ト )ア ル ミ ニ ウ ム 錯 体 (Alq))と 正 孔 輸 送 材
料 (ア ミ ン 化 合 物 )を 積 層 し た 構 造 を 有 し 、 従 来 の 単 層 型 素 子 に 比 べ て 大 幅 に 向 上 し た 発 光
特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 有 機 EL素 子 を フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ に 適 用 す る た め の 研 究 が 活 発 に 行 わ れ て い る
。 高 性 能 フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ を 得 る 為 に は 、 青 ・ 緑 ・ 赤 そ れ ぞ れ の 発 光 特 性 を 向 上 す
る 必 要 が 有 る 。 例 え ば 青 色 発 光 素 子 は 色 純 度 、 耐 久 性 、 発 光 輝 度 及 び 効 率 の 点 で 問 題 が あ
り 、 改 良 が 望 ま れ て い る 。 こ れ ら の 問 題 を 解 消 す る 手 法 と し て 、 芳 香 族 縮 環 化 合 物 を 含 有
す る 素 子 が 検 討 さ れ て い る が （ 特 開 平 11-12205号 公 報 等 ） 、 発 光 効 率 が 低 く 、 高 色 純 度 の
青 色 発 光 が 実 現 で き な い 等 の 問 題 が あ る 。 そ の 他 に 、 有 機 EL素 子 に つ い て も 改 良 が 望 ま れ
て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 発 光 特 性 及 び 耐 久 性 に 優 れ た 発 光 素 子 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の も う 一 つ の 目 的 は 、 こ の よ う な 発 光 素 子 に 使 用 で き る 色 純 度 及 び 耐 久 性 に 優 れ た
芳 香 族 化 合 物 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 目 的 に 鑑 み 鋭 意 研 究 の 結 果 、 本 発 明 者 等 は 、 特 定 の 構 造 を 有 す る 芳 香 族 化 合 物 を 用 い
る こ と に よ り 、 優 れ た 発 光 特 性 及 び 耐 久 性 を 有 す る 発 光 素 子 が 得 ら れ る こ と を 発 見 し 、 本
発 明 に 想 到 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
即 ち 、 本 発 明 の 発 光 素 子 は 、 一 対 の 電 極 間 に 発 光 層 又 は 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 を 有 し
、 前 記 発 光 層 又 は 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 は 、 下 記 一 般 式 (1):
【 化 １ 】
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（ た だ し 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基
を 表 し 、 Arは ベ ン ゼ ン 環 、 ナ フ タ レ ン 環 、 フ ェ ナ ン ト レ ン 環 又 は ア ン ト ラ セ ン 環 を 表 し 、
Ar、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 し た ア リ ー ル 基 又 は 縮
環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 、 あ る い は 縮 環 し た ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮
環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 で あ り 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 が そ れ ぞ れ 互 い
に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な く 、 R 1 1 は 置 換 基 を 表 し 、 n 1 1 は 0以 上 の 整 数 を 表 す 。 ）
に よ り 表 さ れ る 少 な く と も 1種 の 化 合 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 一 般 式 (1)に お け る Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も 1つ は ピ レ ニ ル
基 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 一 般 式 (1)に お け る R 1 1 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も ４ つ は 縮
環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 縮 環 ア リ ー
ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 一 般 式 (1)に お け る R 1 1 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も １ つ は ナ
フ チ ル 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ
ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 ナ フ チ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 は 一 重 項 励 起 状 態 か ら 発 光 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 一 般 式 (1)の 好 ま し い 第 一 の 例 は 下 記 一 般 式 (2):
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基
を 表 し 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮
環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 、 あ る い は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 ヘ
テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 で あ り 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 が そ れ ぞ れ 互 い に 結
合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な く 、 R 2 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 す 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 一 般 式 (2)に お い て 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び Ar 2 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基
、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 Ar 2 5

は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ
レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 R 2 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ
ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も 1つ は
縮 環 ア リ ー ル 基 で あ り 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を
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形 成 し な い の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 一 般 式 (2)に お い て 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び Ar 2 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基
及 び フ ェ ナ ン ス リ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ り 好 ま し く 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び
Ar 2 4 は フ ェ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 一 般 式 (2)に お い て 、 Ar 2 5 は ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基
、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 一 般 式 (2)に お い て 、 R 2 1 は 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば
れ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 一 般 式 (2)に お け る R 2 1 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も ４ つ は 縮
環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 縮 環 ア リ ー
ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 2 は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア
リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 縮 環 ア リ ー ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ナ ン ス リ ル
基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 4 は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 へ テ ロ ア
リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 縮 環 ア リ ー ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ナ ン ス リ ル
基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 一 般 式 (2)に お け る R 2 1 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も １ つ は ナ
フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ
レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が 好 ま し く 、 ナ フ チ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ る
の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 一 般 式 (2)に お け る Ar 2 1 及 び Ar 2 3 は 縮 環 ア リ ー ル 基 で あ り 、 R 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5

は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ
ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が 好 ま し く 、 Ar 2 1 及 び Ar 2 3

は ピ レ ニ ル 基 で あ り 、 R 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 及 び フ ェ ナ ン
ス リ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 一 般 式 (2)の 好 ま し い 第 一 の 例 は 下 記 一 般 式 (5):
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 5 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を
表 し 、 R 5 2 は 置 換 基 を 表 し 、 n 5 1 は 0～ 9の 整 数 を 表 す 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 一 般 式 (5)に お い て 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基
、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が
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好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 一 般 式 (5)に お い て 、 R 5 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば
れ る の が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ
り 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 一 般 式 (2)の 好 ま し い 第 二 の 例 は 下 記 一 般 式 (6):
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 6 1 、 Ar 6 2 、 Ar 6 3 、 Ar 6 4 、 Ar 6 5 、 Ar 6 6 、 Ar 6 7 及 び Ar 6 8 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又
は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 6 1 及 び R 6 2 は そ れ ぞ れ 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 し 、 R 6 3 、 R 6 4

及 び R 6 5 は 置 換 基 を 表 し 、 n 6 1 及 び n 6 2 は そ れ ぞ れ 0～ 5の 整 数 を 表 し 、 n 6 3 及 び n 6 4 は そ れ ぞ
れ 0～ 4の 整 数 を 表 し 、 n 6 5 は 0～ 8の 整 数 を 表 す 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 一 般 式 (6)に お い て 、 Ar 6 1 、 Ar 6 2 、 Ar 6 3 、 Ar 6 4 、 Ar 6 5 、 Ar 6 6 、 Ar 6 7 及 び Ar 6 8 は そ れ ぞ
れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 及 び フ ェ ナ ン ス リ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が 好 ま し い 。
特 に R 6 1 及 び R 6 2 は そ れ ぞ れ 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る
の が 好 ま し い 。 n 6 1 及 び n 6 2 は そ れ ぞ れ 0又 は 1で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 一 般 式 (1)の 好 ま し い 第 二 の 例 は 下 記 一 般 式 (3):
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又
は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 が そ れ
ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 一 般 式 (3)に お い て 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ
れ ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス
リ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 で あ る の が
最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 一 般 式 (1)の 好 ま し い 第 三 の 例 は 下 記 一 般 式 (4):
【 化 ６ 】

10

20

30

40

(9) JP 2004-535051 A 2004.11.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は そ れ ぞ れ
ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 し 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、
Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 一 般 式 (4)に お い て 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び A
r 5 0 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基
、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ り 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル
基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 は 、 上 記 一 般 式 (2)～ (4)の い ず れ か に よ り 表 さ れ る
の が 好 ま し く 、 一 般 式 (2)に よ り 表 さ れ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 発 光 層 中 に お け る 上 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 の 含 有 量 は 発 光 材 料 と し て 0.1
～ 100質 量 ％ で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
前 記 発 光 層 又 は 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 に お け る 上 記 一 般 式 (1)
に よ り 表 さ れ る 化 合 物 の 含 有 量 は ホ ス ト 材 料 と し て 10～ 99.9質 量 ％ で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
前 記 発 光 層 及 び 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 が 発 光 層 で あ る の が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
前 記 発 光 層 及 び 前 記 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 の 少 な く と も 一 層 が 正 孔 輸 送 層 で あ る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
前 記 発 光 層 が 少 な く と も 1種 の 蛍 光 化 合 物 を 含 有 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 芳 香 族 化 合 物 は 下 記 一 般 式 (5):
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ た だ し 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は ア リ ー ル 基 を 表 し 、 R 5 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を
表 し 、 R 5 2 は 置 換 基 を 表 し 、 n 5 1 は 0～ 9の 整 数 を 表 す 。 ） に よ り 表 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 一 般 式 (5)に お い て 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は そ れ ぞ れ フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基
、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 及 び フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が
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好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 一 般 式 (5)に お い て 、 R 5 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 及 び ア リ ー ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば
れ る の が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 フ ェ ニ ル 基 及 び ピ レ ニ ル 基 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る の が よ
り 好 ま し く 、 フ ェ ニ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 一 般 式 (5)に よ り 表 さ れ る 芳 香 族 化 合 物 は 上 記 一 般 式 (2)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 の 好 ま
し い 一 例 で あ り 、 上 記 一 般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 と し て 好 適 に 使 用 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 発 光 素 子 は 発 光 効 率 、 発 光 特 性 、 耐 久 性 、 耐 熱 性 及 び ア モ ル フ ァ
ス 性 に 優 れ て お り 、 結 晶 化 し に く い 。 こ の よ う な 特 徴 を 有 す る 本 発 明 の 発 光 素 子 は 、 色 純
度 の 高 い 青 色 発 光 素 子 や 白 色 発 光 素 子 と し て 使 用 で き る た め 、 表 示 素 子 、 デ ィ ス プ レ イ 、
バ ッ ク ラ イ ト 、 電 子 写 真 、 照 明 光 源 、 記 録 光 源 、 露 光 光 源 、 読 み 取 り 光 源 、 標 識 、 看 板 、
イ ン テ リ ア 、 光 通 信 等 に 好 適 で あ る 。 本 発 明 の 発 光 素 子 に 使 用 す る 化 合 物 (1)は 、 有 機 EL
素 子 用 材 料 と し て 使 用 で き 、 更 に 医 療 用 途 、 蛍 光 増 白 剤 、 写 真 用 材 料 、 UV吸 収 材 料 、 レ ー
ザ ー 色 素 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 用 染 料 、 色 変 換 フ ィ ル タ ー 、 有 機 半 導 体 材 料 、 有 機 導 電 材 料
等 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 発 光 素 子 は 一 対 の 電 極 間 に 発 光 層 又 は 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有 機 層 を 有 し 、 下 記 一
般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 少 な く と も 1種 の 化 合 物 を 含 む 。 以 下 、 一 般 式 (1)～ (6)に よ り 表 さ
れ る 化 合 物 を 「 化 合 物 (1)」 又 は 「 本 発 明 の 化 合 物 」 と 称 す る 。
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
一 般 式 (1)中 、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー
ル 基 を 表 す 。 ア リ ー ル 基 の 例 と し て は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン
ス リ ル 基 、 フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 、 ペ リ レ ニ ル 基 、 ク リ セ ニ ル 基 、 ト リ フ ェ ニ
レ ニ ル 基 、 ベ ン ゾ ア ン ス リ ル 基 、 ベ ン ゾ フ ェ ナ ン ス リ ル 基 等 が 挙 げ ら れ る 。 中 で も フ ェ ニ
ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 及 び ペ リ レ ニ ル 基 が 好
ま し い 。 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 の 例 と し て は ピ リ ジ ル 基 、 キ ノ リ ル 基 、 キ ノ キ サ リ ル 基 、 キ ナ
ゾ リ ル 基 、 ア ク リ ジ ル 基 、 フ ェ ナ ン ト リ ジ ル 基 、 フ タ ラ ジ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス ロ リ ル 基 、 ト
リ ア ジ ル 基 等 が 挙 げ ら れ る 。 中 で も ピ リ ジ ル 基 、 キ ノ リ ル 基 及 び ト リ ア ジ ル 基 が 好 ま し い
。 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は 置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 後 述 す
る R 1 1 の 例 と 同 じ で 良 い 。 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま
し い 。 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 は 、 そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は
な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
一 般 式 (1)中 、 Arは ベ ン ゼ ン 環 、 ナ フ タ レ ン 環 、 フ ェ ナ ン ト レ ン 環 又 は ア ン ト ラ セ ン 環 を
表 す 。 Arは ベ ン ゼ ン 環 又 は ナ フ タ レ ン 環 で あ る の が 好 ま し く 、 ベ ン ゼ ン 環 で あ る の が よ り
好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
Ar、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 し た ア リ ー ル 基 (例 え ば
ナ フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 、 ペ リ レ ニ ル 基 、 フ ル オ ラ ン
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テ ニ ル 基 等 )、 又 は 縮 環 し た ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 (例 え ば ピ リ ジ ル 基 、 キ ノ リ ル 基 、 キ ノ キ サ
リ ル 基 、 キ ナ ゾ リ ル 基 、 ア ク リ ジ ル 基 、 フ ェ ナ ン ト リ ジ ル 基 、 フ タ ラ ジ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス
ロ リ ル 基 、 ト リ ア ジ ル 基 等 )を 有 す る 基 で あ る 。 Ar、 Ar 1 1 、 Ar 1 2 、 Ar 1 3 、 Ar 1 4 及 び Ar 1 5 の
う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 で あ る の が 好 ま し く 、 ピ レ ニ ル 基 で あ る
の が よ り 好 ま し い 。 化 合 物 (1)が 有 す る ピ レ ニ ル 基 は 2つ 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 こ の よ
う な 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 有 す る 基 は 、 縮 環 ア リ ー
ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 と ア ル キ レ ン 基 、 ア リ ー レ ン 基 等 か ら な る
も の で あ っ て よ い が 、 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 の み か ら
な る 基 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 般 式 (1)中 、 R 1 1 は 置 換 基 を 表 す 。 置 換 基 R 1 1 の 例 と し て は 、 ア ル キ ル 基 (好 ま し く は 炭 素
数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 10で あ り 、 例 え ば メ チ
ル 基 、 エ チ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 t-ブ チ ル 基 、 n-オ ク チ ル 基 、 n-デ シ ル 基 、 n-ヘ キ サ デ
シ ル 基 、 シ ク ロ プ ロ ピ ル 基 、 シ ク ロ ペ ン チ ル 基 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 等 )、 ア ル ケ ニ ル 基 (好
ま し く は 炭 素 数 2～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 10で あ り
、 例 え ば ビ ニ ル 基 、 ア リ ル 基 、 2-ブ テ ニ ル 基 、 3-ペ ン テ ニ ル 基 等 )、 ア ル キ ニ ル 基 (好 ま し
く は 炭 素 数 2～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 10で あ り 、 例
え ば プ ロ パ ル ギ ル 基 、 3-ペ ン チ ニ ル 基 等 )、 ア リ ー ル 基 (好 ま し く は 炭 素 数 6～ 30、 よ り 好
ま し く は 炭 素 数 6～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 6～ 12で あ り 、 例 え ば フ ェ ニ ル 基 、 p-メ チ ル
フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ト ラ ニ ル 基 等 )、 ア ミ ノ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 0～ 30、 よ り
好 ま し く は 炭 素 数 0～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 0～ 10で あ り 、 例 え ば ア ミ ノ 基 、 メ チ ル ア
ミ ノ 基 、 ジ メ チ ル ア ミ ノ 基 、 ジ エ チ ル ア ミ ノ 基 、 ジ ベ ン ジ ル ア ミ ノ 基 、 ジ フ ェ ニ ル ア ミ ノ
基 、 ジ ト リ ル ア ミ ノ 基 等 )、 ア ル コ キ シ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素
数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 10で あ り 、 例 え ば メ ト キ シ 基 、 エ ト キ シ 基 、 ブ ト キ シ
基 、 2-エ チ ル ヘ キ シ ロ キ シ 基 等 )、 ア リ ー ル オ キ シ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 6～ 30、 よ り 好 ま
し く は 炭 素 数 6～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 6～ 12で あ り 、 例 え ば フ ェ ニ ル オ キ シ 基 、 1-ナ
フ チ ル オ キ シ 基 、 2-ナ フ チ ル オ キ シ 基 等 )、 ヘ テ ロ 環 オ キ シ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、
よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば ピ リ ジ ル オ キ シ
基 、 ピ ラ ジ ル オ キ シ 基 、 ピ リ ミ ジ ル オ キ シ 基 、 キ ノ リ ル オ キ シ 基 等 )、 ア シ ル 基 (好 ま し く
は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え
ば ア セ チ ル 基 、 ベ ン ゾ イ ル 基 、 ホ ル ミ ル 基 、 ピ バ ロ イ ル 基 等 )、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 (
好 ま し く は 炭 素 数 2～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 12で あ
り 、 例 え ば メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル 基 、 エ ト キ シ カ ル ボ ニ ル 基 等 )、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ
ル 基 (好 ま し く は 炭 素 数 7～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 7～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 7～ 12
で あ り 、 例 え ば フ ェ ニ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル 基 等 )、 ア シ ル オ キ シ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 2～ 3
0、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 10で あ り 、 例 え ば ア セ ト キ シ
基 、 ベ ン ゾ イ ル オ キ シ 基 等 )、 ア シ ル ア ミ ノ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 2～ 30、 よ り 好 ま し く は
炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 10で あ り 、 例 え ば ア セ チ ル ア ミ ノ 基 、 ベ ン ゾ イ ル
ア ミ ノ 基 等 )、 ア ル コ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 2～ 30、 よ り 好 ま し く は
炭 素 数 2～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 2～ 12で あ り 、 例 え ば メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 等
)、 ア リ ー ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 7～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 7
～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 7～ 12で あ り 、 例 え ば フ ェ ニ ル オ キ シ カ ル ボ ニ ル ア ミ ノ 基 等 )
、 ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま
し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば メ タ ン ス ル ホ ニ ル ア ミ ノ 基 、 ベ ン ゼ ン ス ル ホ ニ ル ア ミ
ノ 基 等 )、 ス ル フ ァ モ イ ル 基 (好 ま し く は 炭 素 数 0～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 0～ 20、 最 も
好 ま し く は 炭 素 数 0～ 12で あ り 、 例 え ば ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 メ チ ル ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 ジ
メ チ ル ス ル フ ァ モ イ ル 基 、 フ ェ ニ ル ス ル フ ァ モ イ ル 基 等 )、 カ ル バ モ イ ル 基 (好 ま し く は 炭
素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば カ
ル バ モ イ ル 基 、 メ チ ル カ ル バ モ イ ル 基 、 ジ エ チ ル カ ル バ モ イ ル 基 、 フ ェ ニ ル カ ル バ モ イ ル
基 等 )、 ア ル キ ル チ オ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま
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し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば メ チ ル チ オ 基 、 エ チ ル チ オ 基 等 )、 ア リ ー ル チ オ 基 (好
ま し く は 炭 素 数 6～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 6～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 6～ 12で あ り
、 例 え ば フ ェ ニ ル チ オ 基 等 )、 ヘ テ ロ 環 チ オ 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は
炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば ピ リ ジ ル チ オ 基 、 2-ベ ン ズ イ ミ
ダ ゾ リ ル チ オ 基 、 2-ベ ン ズ オ キ サ ゾ リ ル チ オ 基 、 2-ベ ン ズ チ ア ゾ リ ル チ オ 基 等 )、 ス ル ホ
ニ ル 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～
12で あ り 、 例 え ば メ シ ル 基 、 ト シ ル 基 等 )、 ス ル フ ィ ニ ル 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ
り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば メ タ ン ス ル フ ィ ニ
ル 基 、 ベ ン ゼ ン ス ル フ ィ ニ ル 基 等 )、 ウ レ イ ド 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く
は 炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば ウ レ イ ド 基 、 メ チ ル ウ レ イ ド
基 、 フ ェ ニ ル ウ レ イ ド 基 等 )、 リ ン 酸 ア ミ ド 基 (好 ま し く は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は
炭 素 数 1～ 20、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 例 え ば ジ エ チ ル リ ン 酸 ア ミ ド 基 、 フ ェ
ニ ル リ ン 酸 ア ミ ド 基 等 )、 ヒ ド ロ キ シ 基 、 メ ル カ プ ト 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 (例 え ば フ ッ 素 原 子
、 塩 素 原 子 、 臭 素 原 子 、 ヨ ウ 素 原 子 等 )、 シ ア ノ 基 、 ス ル ホ 基 、 カ ル ボ キ シ ル 基 、 ニ ト ロ
基 、 ヒ ド ロ キ サ ム 酸 基 、 ス ル フ ィ ノ 基 、 ヒ ド ラ ジ ノ 基 、 イ ミ ノ 基 、 ヘ テ ロ 環 基 (好 ま し く
は 炭 素 数 1～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 1～ 12で あ り 、 ヘ テ ロ 原 子 と し て 窒 素 原 子 、 酸 素 原
子 、 硫 黄 原 子 等 を 含 み 、 例 え ば イ ミ ダ ゾ リ ル 基 、 ピ リ ジ ル 基 、 キ ノ リ ル 基 、 フ リ ル 基 、 チ
エ ニ ル 基 、 ピ ペ リ ジ ル 基 、 モ ル ホ リ ノ 基 、 ベ ン ズ オ キ サ ゾ リ ル 基 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ リ ル 基
、 ベ ン ズ チ ア ゾ リ ル 基 、 カ ル バ ゾ リ ル 基 、 ア ゼ ピ ニ ル 基 、 ト リ ア ジ ル 基 等 )、 シ リ ル 基 (好
ま し く は 炭 素 数 3～ 40、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 3～ 30、 最 も 好 ま し く は 炭 素 数 3～ 24で あ り
、 例 え ば ト リ メ チ ル シ リ ル 基 、 ト リ フ ェ ニ ル シ リ ル 基 等 )、 シ ロ キ シ 基 (好 ま し く は 炭 素 数
3～ 30、 よ り 好 ま し く は 炭 素 数 6～ 30で あ り 、 例 え ば ト リ フ ェ ニ ル シ リ ル オ キ シ 基 、 t-ブ チ
ル ジ メ チ ル シ リ ル オ キ シ 基 等 )等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 置 換 基 は 更 に 置 換 さ れ て い て も
よ い 。 R 1 1 は ア ル キ ル 基 又 は ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
一 般 式 (1)中 、 n 1 1 は 0以 上 、 好 ま し く は 0～ 5、 よ り 好 ま し く は 0～ 2、 最 も 好 ま し く は 1の 整
数 を 表 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
素 子 作 製 時 の 蒸 着 適 性 の 観 点 か ら 、 化 合 物 (1)中 の ベ ン ゼ ン 環 の 数 は 15以 下 が 好 ま し い 。
ま た 、 化 合 物 (1)が 4環 以 上 の 縮 環 基 (例 え ば ピ レ ン 基 、 ト リ フ ェ ニ レ ン 基 等 )を 有 す る 場 合
、 4環 以 上 の 縮 環 基 の 数 は 2個 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
化 合 物 (1)は 好 ま し く は 下 記 一 般 式 (2)、 (3)又 は (4)で 表 さ れ 、 ま た 下 記 一 般 式 (4)は 好 ま
し く は 下 記 一 般 式 (6)に よ り 表 さ れ る 。 化 合 物 (1)は よ り 好 ま し く は 下 記 一 般 式 (2)で 表 さ
れ 、 更 に 好 ま し く は 下 記 一 般 式 (5)又 は (6)で 表 さ れ 、 最 も 好 ま し く は 下 記 一 般 式 (5)に よ
り 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 化 ９ 】
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【 ０ ０ ５ １ 】
一 般 式 (2)中 、 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー
ル 基 を 表 し 、 好 ま し く は ア リ ー ル 基 で あ る 。 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 は 置 換 基 を
有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と 同 じ で 良 い 。 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2
4 及 び Ar 2 5 の う ち 少 な く と も 1つ は 縮 環 ア リ ー ル 基 又 は 縮 環 若 し く は 非 縮 環 ヘ テ ロ ア リ ー ル
基 を 有 す る 基 で あ る 。 Ar 2 1 、 Ar 2 2 、 Ar 2 3 及 び Ar 2 4 は そ れ ぞ れ よ り 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 、
ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 又 は フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 で あ り 、 更 に 好 ま
し く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し
く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 で
あ る 。 Ar 2 5 は よ り 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基
、 ピ レ ニ ル 基 、 ペ リ レ ニ ル 基 又 は フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 で あ り 、 更 に 好 ま し く は フ ェ ナ ン ス
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リ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し く は ピ レ ニ ル 基 で あ る 。 Ar 2 1 、
Ar 2 2 、 Ar 2 3 、 Ar 2 4 及 び Ar 2 5 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
一 般 式 (2)中 、 R 2 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 し 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と 同 じ で
良 い 。 R 2 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 又 は ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 フ ェ
ニ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
一 般 式 (3)中 、 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ れ ア リ ー ル
基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 す 。 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は
置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と 同 じ で 良 い 。 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 A
r 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 が そ れ ぞ れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な
い 。 Ar 3 1 、 Ar 3 2 、 Ar 3 3 、 Ar 3 4 、 Ar 3 5 、 Ar 3 6 、 Ar 3 7 及 び Ar 3 8 は そ れ ぞ れ 好 ま し く は ア リ ー ル
基 で あ り 、 よ り 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 又 は フ ェ
ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
一 般 式 (4)中 、 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は そ れ
ぞ れ ア リ ー ル 基 又 は ヘ テ ロ ア リ ー ル 基 を 表 す 。 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar
4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は 置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と
同 じ で 良 い 。 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7 、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 が そ れ ぞ
れ 互 い に 結 合 し て 環 を 形 成 す る こ と は な い 。 Ar 4 1 、 Ar 4 2 、 Ar 4 3 、 Ar 4 4 、 Ar 4 5 、 Ar 4 6 、 Ar 4 7

、 Ar 4 8 、 Ar 4 9 及 び Ar 5 0 は そ れ ぞ れ 好 ま し く は ア リ ー ル 基 で あ り 、 よ り 好 ま し く は フ ェ ニ ル
基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 ピ レ ニ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し く
は フ ェ ニ ル 基 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 般 式 (5)中 、 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は ア リ ー ル 基 を 表 し 、 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 、
ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 、 フ ェ ナ ン ス リ ル 基 又 は フ ル オ ラ ン テ ニ ル 基 で あ り 、 よ り 好 ま
し く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 、 ア ン ス リ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 更 に 好 ま し
く は フ ェ ニ ル 基 、 ナ フ チ ル 基 又 は フ ェ ナ ン ス リ ル 基 で あ り 、 最 も 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 で
あ る 。 Ar 5 1 、 Ar 5 2 、 Ar 5 3 及 び Ar 5 4 は 置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1
1 の 例 と 同 じ で 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
一 般 式 (5)中 、 R 5 1 は 水 素 原 子 又 は 置 換 基 を 表 し 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と 同 じ で
良 い 。 R 5 1 は 水 素 原 子 、 ア ル キ ル 基 又 は ア リ ー ル 基 で あ る の が 好 ま し く 、 水 素 原 子 、 フ ェ
ニ ル 基 又 は ピ レ ニ ル 基 で あ る の が よ り 好 ま し く 、 ピ レ ニ ル 基 で あ る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
一 般 式 (5)中 、 R 5 2 は 置 換 基 を 表 し 、 そ の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と 同 じ で 良 い 。 R 5 2 は 好 ま し く
は ア ル キ ル 基 又 は ア リ ー ル 基 で あ る 。 R 5 2 の 数 を 示 す n 5 1 は 0～ 9の 整 数 を 表 し 、 好 ま し く は
0～ 2の 整 数 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 0で あ る 。 な お 、 一 般 式 (5)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 が 有
す る ピ レ ニ ル 基 の 数 は 2つ 以 下 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
一 般 式 (6)中 、 Ar 6 1 及 び Ar 6 8 は そ れ ぞ れ 上 記 Ar 2 1 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ
る 。 Ar 6 2 及 び Ar 6 7 は そ れ ぞ れ 上 記 Ar 2 2 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ る 。 Ar 6 3 及
び Ar 6 6 は そ れ ぞ れ 上 記 Ar 2 3 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ る 。 Ar 6 4 及 び Ar 6 5 は そ
れ ぞ れ 上 記 Ar 2 4 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ る 。 Ar 6 1 、 Ar 6 2 、 Ar 6 3 、 Ar 6 4 、 Ar
6 5 、 Ar 6 6 、 Ar 6 7 及 び Ar 6 8 は 置 換 基 を 有 し て い て も よ く 、 該 置 換 基 の 例 は 上 述 の R 1 1 の 例 と
同 じ で 良 い 。 n 6 1 及 び n 6 2 は そ れ ぞ れ 0～ 5の 整 数 を 表 し 、 好 ま し く は 0～ 3の 整 数 で あ り 、 よ
り 好 ま し く は 0又 は 1で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
一 般 式 (6)中 、 R 6 1 及 び R 6 2 は 上 記 R 2 1 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ る 。 R 6 3 、 R 6 4

及 び R 6 5 は 上 記 R 5 2 と 同 義 で あ り 、 好 ま し い 態 様 も 同 様 で あ る 。 n 6 3 及 び n 6 4 は 0～ 4の 整 数 を
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表 し 、 好 ま し く は 0又 は 1で あ り 、 よ り 好 ま し く は 0で あ る 。 n 6 5 は 0～ 8の 整 数 を 表 し 、 好 ま
し く は 0～ 2の 整 数 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 0で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
化 合 物 (1)は 低 分 子 化 合 物 で あ る の が 好 ま し い が 、 オ リ ゴ マ ー 又 は ポ リ マ ー で あ っ て も よ
い 。 ポ リ マ ー で あ る 場 合 、 そ の 質 量 平 均 分 子 量 (ポ リ ス チ レ ン 換 算 )は 好 ま し く は 1,000～ 5
,000,000、 よ り 好 ま し く は 2,000～ 1,000,000、 最 も 好 ま し く は 3000～ 100,000で あ る 。 一
般 式 (1)に よ り 表 さ れ る 構 造 が ポ リ マ ー の 主 鎖 又 は 側 鎖 に 含 ま れ て い て も よ い 。 こ の よ う
な ポ リ マ ー は ホ モ ポ リ マ ー で あ っ て も コ ポ リ マ ー で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
化 合 物 (1)は 、 そ の 単 膜 又 は 粉 末 の 蛍 光 ス ペ ク ト ル の λ m a x (最 大 発 光 波 長 )が 370～ 500 nm
で あ る の が 好 ま し い 。 λ m a x は よ り 好 ま し く は 390～ 480 nmで あ り 、 よ り 好 ま し く は 400～ 4
60 nmで あ り 、 最 も 好 ま し く は 400～ 440 nmで あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
一 般 式 (1)で 表 さ れ る 化 合 物 、 電 子 輸 送 層 で 用 い る 化 合 物 及 び 正 孔 輸 送 層 で 用 い る 化 合 物
の 各 々 の ガ ラ ス 転 移 点 は 100℃ 以 上 が 好 ま し く 、 120℃ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 140℃ 以 上 が
さ ら に 好 ま し く 、 160℃ 以 上 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 発 明 の 発 光 素 子 は そ の 発 光 層 に さ ら に 少 な く と も １ つ の 蛍 光 化 合 物 を 含 ん で い る の が 好
ま し い 。 好 ま し い 蛍 光 化 合 物 の 範 囲 は 、 こ こ で 発 光 層 の 材 料 と し て は 挙 げ ら れ て い る も の
及 び そ の 誘 導 体 で あ る 。 化 合 物 (1)の 具 体 例 を 以 下 に 示 す が 、 本 発 明 は そ れ ら に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 化 １ ０ 】

10

20

(16) JP 2004-535051 A 2004.11.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 化 １ １ 】

10

20

30

40

(17) JP 2004-535051 A 2004.11.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 化 １ ２ 】

10

20

30

40

(18) JP 2004-535051 A 2004.11.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 化 １ ３ 】
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【 化 １ ８ 】
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【 ０ ０ ７ ５ 】
一 般 式 (1)～ (6)に よ り 表 さ れ る 化 合 物 は 精 製 し て も 良 い 。 精 製 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例
え ば 再 結 晶 法 、 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 、 昇 華 精 製 法 等 を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
昇 華 精 製 法 は 公 知 で あ り 、 例 え ば 実 験 化 学 講 座 １ 基 本 操 作 [I](pp. 425～ 430, 丸 善 （ 株 ）
発 行 )に 記 載 の 方 法 、 特 開 平 5-269371号 、 特 開 平 6-263438号 、 特 開 平 7-24205号 、 特 開 平 7-
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204402号 、 特 開 平 11-171801号 、 特 開 2000-93701号 、 特 開 2000-48955号 、 特 公 昭 62-22960
号 、 特 許 第 2583306号 、 特 許 第 2706936号 な ど に 記 載 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 昇 華 精
製 は 、 真 空 中 又 は 不 活 性 ガ ス （ 窒 素 、 ア ル ゴ ン な ど ） 流 中 で 行 っ て も よ い 。 昇 華 精 製 を 真
空 中 で 行 う た め の 真 空 ポ ン プ は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ロ ー タ リ ー ポ ン プ 、 タ ー ボ 分 子 ポ
ン プ 、 拡 散 ポ ン プ な ど を 用 い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
化 合 物 (1)は 、 例 え ば Tetrahedron誌 , 1997年 , 53号 (No. 45), 15349頁 、 J. Am. Chem. So
c.誌 , 1996年 , 118号 , 741頁 、 J. Org. Chem. Soc.誌 , 1986年 , 51号 , 979頁 、 Angew. Ch
em. Int. Ed. Engl.誌 , 1997年 , 36号 , 631頁 、 Indian J. Chem. Sect. B誌 , 2000年 , 39
号 , 173頁 、 Org. Synth. Coll. Vol. 5誌 , 1973年 , 604頁 、 Chem. Ber.誌 , 1960年 , 93号
, 1769頁 等 に 記 載 の 公 知 の 手 法 で 合 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
本 発 明 の 発 光 素 子 の シ ス テ ム 、 駆 動 方 法 、 利 用 形 態 等 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 化 合 物 (1)
か ら の 発 光 を 利 用 す る 形 態 、 或 い は 化 合 物 (1)を ホ ス ト 材 料 、 電 子 注 入 材 料 、 電 子 輸 送 材
料 、 正 孔 注 入 材 料 及 び ／ 又 は 正 孔 輸 送 材 料 と し て 利 用 す る 形 態 が 好 ま し い 。 代 表 的 な 発 光
素 子 と し て 、 有 機 EL(エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス )素 子 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
本 発 明 の 発 光 素 子 は 、 一 対 の 電 極 (陽 極 及 び 陰 極 )間 に 、 発 光 層 又 は 発 光 層 を 含 む 複 数 の 有
機 層 を 有 す る 。 こ の 発 光 層 又 は 複 数 の 有 機 層 の う ち 少 な く と も 一 層 は 本 発 明 の 化 合 物 を 含
有 す る 。 本 発 明 の 化 合 物 を 含 有 す る 層 に お け る 該 化 合 物 の 量 （ 質 量 基 準 ） は 、 例 え ば 本 発
明 の 化 合 物 を 発 光 材 料 と し て 使 用 す る 場 合 、 好 ま し く は 0.1～ 100質 量 %で あ り 、 よ り 好 ま
し く は 0.5～ 100質 量 %で あ る 。 ま た 本 発 明 の 化 合 物 を ホ ス ト 材 料 と し て 使 用 す る 場 合 に は
、 本 発 明 の 化 合 物 の 量 は 好 ま し く は 10～ 99.9質 量 %で あ り 、 よ り 好 ま し く は 20～ 99.5質 量 %
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
化 合 物 (1)を 含 有 す る 層 の 形 成 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、 電 子 ビ ー ム 法 、
ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 分 子 積 層 法 、 コ ー テ ィ ン グ 法 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 、 印 刷 法 、 転 写 法 、
電 子 写 真 法 等 の 方 法 が 使 用 可 能 で あ る 。 中 で も 、 素 子 の 特 性 及 び 製 造 面 か ら 抵 抗 加 熱 蒸 着
法 、 コ ー テ ィ ン グ 法 及 び 印 刷 法 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
本 発 明 の 発 光 素 子 は 、 発 光 層 に 加 え て 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 電 子 注 入 層 、 電 子 輸 送 層
、 保 護 層 等 を 含 ん で い て よ く 、 こ れ ら の 層 は そ れ ぞ れ 他 の 機 能 を 備 え た も の で あ っ て も よ
い 。 化 合 物 (1)は こ れ ら の 層 の い ず れ に 含 ま れ て い て も よ い 。 以 下 、 各 層 に つ い て 詳 述 す
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
(A)陽 極
陽 極 は 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 等 に 正 孔 を 供 給 す る も の で あ る 。 陽 極 を 形 成 す る
材 料 と し て は 、 純 金 属 、 合 金 、 金 属 酸 化 物 、 電 気 伝 導 性 化 合 物 、 こ れ ら の 混 合 物 等 を 用 い
る こ と が で き 、 好 ま し く は 仕 事 関 数 が 4 eV以 上 の 材 料 を 用 い る 。 陽 極 材 料 の 具 体 例 と し て
は 、 金 属 (金 、 銀 、 ク ロ ム 、 ニ ッ ケ ル 又 は こ れ ら の 合 金 等 )、 導 電 性 金 属 酸 化 物 (酸 化 ス ズ
、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ (ITO)等 )、 こ れ ら 金 属 と 導 電 性 金 属 酸
化 物 と の 混 合 物 又 は 積 層 物 、 無 機 導 電 性 物 質 (ヨ ウ 化 銅 、 硫 化 銅 等 )、 有 機 導 電 性 材 料 (ポ
リ ア ニ リ ン 、 ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ ピ ロ ー ル 等 )、 及 び こ れ ら と ITOと の 積 層 物 等 が 挙 げ ら
れ る 。 陽 極 は 導 電 性 金 属 酸 化 物 か ら な る の が 好 ま し く 、 生 産 性 、 高 導 電 性 、 透 明 性 等 の 観
点 か ら ITOが 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
陽 極 の 形 成 法 は 用 い る 材 料 に 応 じ て 適 宜 選 択 す れ ば よ く 、 例 え ば ITOの 場 合 、 電 子 ビ ー ム
法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、 化 学 反 応 法 (ゾ ル － ゲ ル 法 等 )、 酸 化 イ ン ジ ウ ム
ス ズ 分 散 物 の 塗 布 等 の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。 陽 極 に 洗 浄 等 の 処 理 を 施 す こ と に よ り
、 発 光 素 子 の 駆 動 電 圧 を 下 げ た り 、 発 光 効 率 を 高 め た り す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば IT
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Oか ら な る 陽 極 の 場 合 、 UV-オ ゾ ン 処 理 、 プ ラ ズ マ 処 理 等 が 効 果 的 で あ る 。 陽 極 の シ ー ト 抵
抗 は 数 百 Ω /□ 以 下 と す る の が 好 ま し い 。 陽 極 の 膜 厚 は 材 料 に 応 じ て 適 宜 選 択 可 能 で あ る
が 、 通 常 10 nm～ 5μ mと す る の が 好 ま し く 、 50 nm～ 1μ mと す る の が よ り 好 ま し く 、 100～ 5
00 nmと す る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
陽 極 は 通 常 、 ソ ー ダ ラ イ ム ガ ラ ス 、 無 ア ル カ リ ガ ラ ス 、 透 明 樹 脂 等 か ら な る 基 板 上 に 形 成
す る 。 ガ ラ ス 基 板 の 場 合 、 ガ ラ ス か ら の 溶 出 イ オ ン を 低 減 す る た め に は 無 ア ル カ リ ガ ラ ス
を 用 い る の が 好 ま し い 。 ソ ー ダ ラ イ ム ガ ラ ス 基 板 を 用 い る 場 合 は 、 予 め そ の 表 面 に シ リ カ
等 の バ リ ア コ ー ト を 形 成 す る の が 好 ま し い 。 基 板 の 厚 さ は 、 機 械 的 強 度 を 保 つ の に 十 分 で
あ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 ガ ラ ス 基 板 の 場 合 は 通 常 0.2 mm以 上 、 好 ま し く は 0.7 mm以 上 と
す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
(B)陰 極
陰 極 は 電 子 注 入 層 、 電 子 輸 送 層 、 発 光 層 等 に 電 子 を 供 給 す る も の で あ る 。 陰 極 の 材 料 と し
て は 、 純 金 属 、 合 金 、 金 属 ハ ロ ゲ ン 化 物 、 金 属 酸 化 物 、 電 気 伝 導 性 化 合 物 、 こ れ ら の 混 合
物 等 を 用 い る こ と が で き 、 発 光 層 等 の 隣 接 す る 層 と の 密 着 性 や イ オ ン 化 ポ テ ン シ ャ ル 、 安
定 性 等 を 考 慮 し て 選 択 す れ ば よ い 。 具 体 例 と し て は 、 ア ル カ リ 金 属 (Li、 Na、 K等 )及 び そ
の フ ッ 化 物 や 酸 化 物 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 (Mg、 Ca等 )及 び そ の フ ッ 化 物 や 酸 化 物 、 金 、 銀 、
鉛 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 及 び カ リ ウ ム か ら な る 合 金 及 び 混 合 金 属 、 リ チ ウ ム 及 び ア
ル ミ ニ ウ ム か ら な る 合 金 及 び 混 合 金 属 、 マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 か ら な る 合 金 及 び 混 合 金 属 、
希 土 類 金 属 (イ ン ジ ウ ム 、 イ ッ テ ル ビ ウ ム 等 )、 そ れ ら の 混 合 物 等 が 挙 げ ら れ る 。 陰 極 は 仕
事 関 数 が 4 eV以 下 の 材 料 か ら な る の が 好 ま し く 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 リ チ ウ ム と ア ル ミ ニ ウ ム
か ら な る 合 金 又 は 混 合 金 属 、 或 い は マ グ ネ シ ウ ム と 銀 か ら な る 合 金 又 は 混 合 金 属 か ら な る
の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
陰 極 は 、 上 記 の よ う な 材 料 か ら な る 単 層 構 造 で あ っ て も 、 上 記 材 料 か ら な る 層 を 含 む 積 層
構 造 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム /フ ッ 化 リ チ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム /酸 化 リ チ ウ
ム 等 の 積 層 構 造 が 好 ま し い 。 陰 極 は 電 子 ビ ー ム 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、
コ ー テ ィ ン グ 法 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 蒸 着 法 の 場 合 、 材 料 を 単 独 で 蒸 着 す る こ
と も 、 二 種 以 上 の 材 料 を 同 時 に 蒸 着 す る こ と も で き る 。 合 金 電 極 を 形 成 す る 場 合 は 、 複 数
の 金 属 を 同 時 蒸 着 し て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 予 め 調 整 し た 合 金 を 蒸 着 し て も よ
い 。 陰 極 の シ ー ト 抵 抗 は 数 百 Ω /□ 以 下 と す る の が 好 ま し い 。 陰 極 の 膜 厚 は 材 料 に 応 じ て
適 宜 選 択 可 能 で あ る が 、 通 常 10 nm～ 5μ mと す る の が 好 ま し く 、 50 nm～ 1μ mと す る の が よ
り 好 ま し く 、 100 nm～ 1μ mと す る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
(C)正 孔 注 入 層 及 び 正 孔 輸 送 層
正 孔 注 入 層 及 び 正 孔 輸 送 層 に 用 い る 材 料 は 、 陽 極 か ら 正 孔 を 注 入 す る 機 能 、 正 孔 を 輸 送 す
る 機 能 、 及 び 陰 極 か ら 注 入 さ れ た 電 子 を 障 壁 す る 機 能 の い ず れ か を 有 し て い る も の で あ れ
ば よ い 。 そ の 具 体 例 と し て は 、 カ ル バ ゾ ー ル 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 オ キ サ ゾ ー ル 、 オ キ サ ジ ア
ゾ ー ル 、 イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ポ リ ア リ ー ル ア ル カ ン 、 ピ ラ ゾ リ ン 、 ピ ラ ゾ ロ ン 、 フ ェ ニ レ ン ジ
ア ミ ン 、 ア リ ー ル ア ミ ン 、 ア ミ ノ 置 換 カ ル コ ン 、 ス チ リ ル ア ン ト ラ セ ン 、 フ ル オ レ ノ ン 、
ヒ ド ラ ゾ ン 、 ス チ ル ベ ン 、 シ ラ ザ ン 、 芳 香 族 第 三 級 ア ミ ン 化 合 物 、 ス チ リ ル ア ミ ン 化 合 物
、 芳 香 族 ジ メ チ リ デ ィ ン 系 化 合 物 、 ポ ル フ ィ リ ン 系 化 合 物 、 ポ リ シ ラ ン 系 化 合 物 、 ポ リ (N
-ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル )、 ア ニ リ ン 系 共 重 合 体 、 チ オ フ ェ ン オ リ ゴ マ ー や ポ リ チ オ フ ェ ン 等
の 導 電 性 ポ リ マ ー 又 は コ ポ リ マ ー 、 有 機 シ ラ ン 、 上 記 化 合 物 (1)、 こ れ ら の 誘 導 体 、 カ ー
ボ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
正 孔 注 入 層 及 び 正 孔 輸 送 層 は 1種 又 は 2種 以 上 の 上 記 材 料 か ら な る 単 層 構 造 で あ っ て も よ い
し 、 同 一 組 成 又 は 異 種 組 成 の 複 数 層 か ら な る 多 層 構 造 で あ っ て も よ い 。 正 孔 注 入 層 及 び 正
孔 輸 送 層 の 形 成 方 法 と し て は 、 真 空 蒸 着 法 、 LB法 、 上 記 材 料 を 溶 媒 中 に 溶 解 又 は 分 散 さ せ
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て コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 (ス ピ ン コ ー ト 法 、 キ ャ ス ト 法 、 デ ィ ッ プ コ ー ト 法 等 )、 イ ン ク ジ
ェ ッ ト 法 、 印 刷 法 、 転 写 法 、 電 子 写 真 法 等 が 用 い ら れ る 。 コ ー テ ィ ン グ 法 の 場 合 、 上 記 材
料 を 樹 脂 成 分 と 共 に 溶 解 又 は 分 散 さ せ て 塗 布 液 を 調 製 し て も 良 い 。 該 樹 脂 成 分 と し て は 、
ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ ブ
チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ス ル ホ ン 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン オ キ シ ド 、 ポ リ ブ タ
ジ エ ン 、 ポ リ (N-ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル )、 炭 化 水 素 樹 脂 、 ケ ト ン 樹 脂 、 フ ェ ノ キ シ 樹 脂 、 ポ
リ ア ミ ド 、 エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 、 ABS樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 メ ラ ミ ン 樹 脂
、 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ア ル キ ド 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 シ リ コ ン 樹 脂 等 が 使 用 で き る
。 正 孔 注 入 層 及 び 正 孔 輸 送 層 の 膜 厚 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 1 nm～ 5μ mと す る の が 好
ま し く 、 5 nm～ 1μ mと す る の が よ り 好 ま し く 、 10～ 500 nmと す る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
(D)発 光 層
発 光 素 子 に 電 界 を 印 加 す る と 、 発 光 層 に お い て 陽 極 、 正 孔 注 入 層 又 は 正 孔 輸 送 層 か ら 注 入
さ れ た 正 孔 と 、 陰 極 、 電 子 注 入 層 又 は 電 子 輸 送 層 か ら 注 入 さ れ た 電 子 と が 再 結 合 し 、 光 を
発 す る 。 発 光 層 を 形 成 す る 材 料 は 、 電 界 印 加 時 に 陽 極 等 か ら 正 孔 を 受 け 取 る 機 能 、 陰 極 等
か ら 電 子 を 受 け 取 る 機 能 、 電 荷 を 移 動 さ せ る 機 能 、 及 び 正 孔 と 電 子 の 再 結 合 の 場 を 提 供 し
て 発 光 さ せ る 機 能 を 有 す る 層 を 形 成 す る こ と が で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 発
光 層 の 材 料 と し て は 例 え ば ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル
、 ス チ リ ル ベ ン ゼ ン 、 ポ リ フ ェ ニ ル 、 ジ フ ェ ニ ル ブ タ ジ エ ン 、 テ ト ラ フ ェ ニ ル ブ タ ジ エ ン
、 ナ フ タ ル イ ミ ド 、 ク マ リ ン 、 ペ リ ノ ン 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 、 ア ル ダ ジ ン 、 ピ ラ リ ジ ン 、
シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン 、 ビ ス ス チ リ ル ア ン ト ラ セ ン 、 キ ナ ク リ ド ン 、 ピ ロ ロ ピ リ ジ ン 、 チ ア
ジ ア ゾ ロ ピ リ ジ ン 、 シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン 、 ス チ リ ル ア ミ ン 、 芳 香 族 ジ メ チ リ デ ィ ン 、 ピ ロ
メ テ ン 、 芳 香 族 縮 環 化 合 物 (ア ン ト ラ セ ン 、 ピ レ ン 、 フ ル オ ラ ン テ ン 、 ペ リ レ ン 等 )金 属 錯
体 (8-キ ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 の 金 属 錯 体 等 )、 高 分 子 発 光 材 料 (ポ リ チ オ フ ェ ン 、 ポ リ フ ェ ニ
レ ン 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン ビ ニ レ ン 、 ポ リ フ ル オ レ ン 等 )、 有 機 シ ラ ン 、 上 記 化 合 物 (1)、 こ れ
ら の 誘 導 体 等 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
発 光 層 は 単 一 の 材 料 で 形 成 し て も 複 数 の 材 料 で 形 成 し て も よ い 。 発 光 層 は 1つ で あ っ て も
複 数 で あ っ て も よ い 。 発 光 層 が 複 数 の 場 合 も 、 そ れ ぞ れ の 発 光 層 は 単 一 の 材 料 で 形 成 し て
も 複 数 の 材 料 で 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 複 数 の 発 光 層 が そ れ ぞ れ 異 な る 発 光 色 で 発 光 し 白
色 等 を 発 し て も よ く 、 単 一 の 発 光 層 が 白 色 発 光 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
発 光 層 の 形 成 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 抵 抗 加 熱 蒸 着 法 、 電 子 ビ ー ム 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法
、 分 子 積 層 法 、 コ ー テ ィ ン グ 法 (ス ピ ン コ ー ト 法 、 キ ャ ス ト 法 、 デ ィ ッ プ コ ー ト 法 等 )、 イ
ン ク ジ ェ ッ ト 法 、 印 刷 法 、 LB法 、 転 写 法 、 電 子 写 真 法 等 が 使 用 可 能 で あ る 。 中 で も 抵 抗 加
熱 蒸 着 法 及 び コ ー テ ィ ン グ 法 が 好 ま し い 。 発 光 層 の 膜 厚 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 通 常 1 nm～ 5
μ mと す る の が 好 ま し く 、 5 nm～ 1μ mと す る の が よ り 好 ま し く 、 10～ 500 nmと す る の が 最
も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
(E)電 子 注 入 層 及 び 電 子 輸 送 層
電 子 注 入 層 及 び 電 子 輸 送 層 を な す 材 料 は 、 陰 極 か ら 電 子 を 注 入 す る 機 能 、 電 子 を 輸 送 す る
機 能 、 並 び に 陽 極 か ら 注 入 さ れ た 正 孔 を 障 壁 す る 機 能 の い ず れ か を 有 し て い る も の で あ れ
ば よ い 。 そ の 具 体 例 と し て は 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 オ キ サ ゾ ー ル 、 オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 、 イ ミ ダ
ゾ ー ル 、 フ ル オ レ ノ ン 、 ア ン ト ラ キ ノ ジ メ タ ン 、 ア ン ト ロ ン 、 ジ フ ェ ニ ル キ ノ ン 、 チ オ ピ
ラ ン ジ オ キ シ ド 、 カ ル ボ ジ イ ミ ド 、 フ ル オ レ ニ リ デ ン メ タ ン 、 ジ ス チ リ ル ピ ラ ジ ン 、 ナ フ
タ レ ン 、 ペ リ レ ン 等 の 芳 香 環 テ ト ラ カ ル ボ ン 酸 無 水 物 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 、 金 属 錯 体 (8-キ
ノ リ ノ ー ル 誘 導 体 の 金 属 錯 体 、 メ タ ル フ タ ロ シ ア ニ ン 、 ベ ン ゾ オ キ サ ゾ ー ル や ベ ン ゾ チ ア
ゾ ー ル を 配 位 子 と す る 金 属 錯 体 等 、 金 属 は 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 、 亜 鉛 、 ガ リ ウ ム 、 ベ リ リ
ウ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 等 )、 有 機 シ ラ ン 、 上 記 化 合 物 (1)、 こ れ ら の 誘 導 体 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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電 子 注 入 層 及 び 電 子 輸 送 層 は 1種 又 は 2種 以 上 の 上 記 材 料 か ら な る 単 層 構 造 で あ っ て も よ い
し 、 同 一 組 成 又 は 異 種 組 成 の 複 数 層 か ら な る 多 層 構 造 で あ っ て も よ い 。 電 子 注 入 層 及 び 電
子 輸 送 層 の 形 成 方 法 と し て は 、 真 空 蒸 着 法 、 LB法 、 上 記 材 料 を 溶 媒 中 に 溶 解 又 は 分 散 さ せ
て コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 (ス ピ ン コ ー ト 法 、 キ ャ ス ト 法 、 デ ィ ッ プ コ ー ト 法 等 )、 イ ン ク ジ
ェ ッ ト 法 、 印 刷 法 、 転 写 法 、 電 子 写 真 法 等 が 用 い ら れ る 。 コ ー テ ィ ン グ 法 の 場 合 、 上 記 材
料 を 樹 脂 成 分 と 共 に 溶 解 又 は 分 散 さ せ て 塗 布 液 を 調 製 し て も よ い 。 該 樹 脂 成 分 と し て は 、
前 述 し た 正 孔 注 入 層 及 び 正 孔 輸 送 層 の 場 合 と 同 様 の も の が 使 用 で き る 。 電 子 注 入 層 及 び 電
子 輸 送 層 の 膜 厚 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 通 常 1 nm～ 5μ mと す る の が 好 ま し く 、 5 nm～ 1μ mと す
る の が よ り 好 ま し く 、 10～ 500 nmと す る の が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
(F)保 護 層
保 護 層 は 水 分 、 酸 素 等 の 素 子 劣 化 を 促 進 す る も の が 素 子 内 に 入 る こ と を 抑 止 す る 機 能 を 有
す る 。 保 護 層 の 材 料 と し て は 、 金 属 (In、 Sn、 Pb、 Au、 Cu、 Ag、 Al、 Ti、 Ni等 )、 金 属 酸 化
物 (MgO、 SiO、 SiO 2 、 Al 2 O 3 、 GeO、 NiO、 CaO、 BaO、 Fe 2 O 3 、 Y 2 O 3 、 TiO 2 等 )、 金 属 フ ッ 化 物
(MgF 2 、 LiF、 AlF 3 、 CaF 2 等 )、 窒 化 物 (SiN x 、 SiO x N y 等 )、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン
、 ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト 、 ポ リ イ ミ ド 、 ポ リ ウ レ ア 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、
ポ リ ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ジ ク ロ ロ ジ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ク ロ ロ ト リ フ ル オ
ロ エ チ レ ン と ジ ク ロ ロ ジ フ ル オ ロ エ チ レ ン と の 共 重 合 体 、 テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン と 少 な
く と も 1種 の コ モ ノ マ ー と を 含 む モ ノ マ ー 混 合 物 を 共 重 合 さ せ て 得 ら れ る 共 重 合 体 、 共 重
合 主 鎖 に 環 状 構 造 を 有 す る 含 フ ッ 素 共 重 合 体 、 吸 水 率 1 %以 上 の 吸 水 性 物 質 、 吸 水 率 0.1 %
以 下 の 防 湿 性 物 質 等 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
保 護 層 の 形 成 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 真 空 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 反 応 性 ス パ ッ タ リ
ン グ 法 、 MBE(分 子 線 エ ピ タ キ シ )法 、 ク ラ ス タ ー イ オ ン ビ ー ム 法 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ
法 、 高 周 波 励 起 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 法 、 プ ラ ズ マ 重 合 法 、 プ ラ ズ マ CVD法 、 レ ー ザ ー CVD
法 、 熱 CVD法 、 ガ ス ソ ー ス CVD法 、 コ ー テ ィ ン グ 法 、 印 刷 法 、 転 写 法 等 が 適 用 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
以 下 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。

化 合 物 (1-1)の 合 成
0.5 gの 1-エ チ ニ ル ピ レ ン 及 び 0.85 gの テ ト ラ フ ェ ニ ル シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ノ ン に 10 mlの o-
キ シ レ ン を 加 え 、 還 流 下 で 3時 間 撹 拌 し た 。 得 ら れ た 反 応 生 成 物 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し 、 こ
れ に 50 mlの メ タ ノ ー ル を 加 え 、 析 出 し た 固 体 を ろ 別 し 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ー (ヘ キ サ ン /ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 5/1)で 精 製 し 、 1.1 gの 白 色 固 体 を 得 た 。 マ ス ス ペ ク ト
ル 測 定 の 結 果 、 白 色 固 体 が 化 合 物 (1-1)で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ か ら 、 化 合 物 (1-1)は
下 記 の 反 応 に よ り 得 ら れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 化 ２ １ 】
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【 ０ ０ ９ ８ 】

化 合 物 (1-47)の 合 成
1 gの 下 記 化 合 物 A及 び 1.35 gの テ ト ラ フ ェ ニ ル シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ノ ン に 50 mlの ジ フ ェ ニ
ル エ ー テ ル を 加 え 、 還 流 下 で 30時 間 撹 拌 し た 。 得 ら れ た 反 応 生 成 物 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し 、
こ れ に 100 mlの メ タ ノ ー ル を 加 え 、 析 出 し た 固 体 を ろ 別 し 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ
ラ フ ィ ー (ク ロ ロ ホ ル ム )で 精 製 し 、 1.3 gの 白 色 固 体 を 得 た 。 マ ス ス ペ ク ト ル 測 定 の 結 果
、 白 色 固 体 が 化 合 物 (1-47)で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ か ら 、 化 合 物 (1-47)は 下 記 の 反 応
に よ り 得 ら れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ０ 】

化 合 物 (1-15)の 合 成
1 gの 下 記 化 合 物 B及 び 3 gの テ ト ラ フ ェ ニ ル シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ノ ン に 50 mlの ジ フ ェ ニ ル エ
ー テ ル を 加 え 、 還 流 下 で 10時 間 撹 拌 し た 。 得 ら れ た 反 応 生 成 物 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し 、 こ れ
に 100 mlの メ タ ノ ー ル を 加 え 、 析 出 し た 固 体 を ろ 別 し 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ
ィ ー (ク ロ ロ ホ ル ム )で 精 製 し 、 2.0 gの 白 色 固 体 を 得 た 。 マ ス ス ペ ク ト ル 測 定 の 結 果 、 白
色 固 体 が 化 合 物 (1-15)で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ か ら 、 化 合 物 (1-15)は 下 記 の 反 応 に よ
り 得 ら れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ １ ０ １ 】
【 化 ２ ３ 】
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【 ０ １ ０ ２ 】

化 合 物 (1-2)の 合 成
0.5 gの 下 記 化 合 物 C及 び 0.85 gの テ ト ラ フ ェ ニ ル シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ノ ン に 10 mlの ジ フ ェ
ニ ル エ ー テ ル を 加 え 、 還 流 下 で 3時 間 撹 拌 し た 。 得 ら れ た 反 応 生 成 物 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し
、 こ れ に 50 mlの メ タ ノ ー ル を 加 え 、 析 出 し た 固 体 を ろ 別 し 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ ー (ヘ キ サ ン /ク ロ ロ ホ ル ム ＝ 5/1)で 精 製 し 、 1.0 gの 白 色 固 体 を 得 た 。 マ ス ス ペ
ク ト ル 測 定 の 結 果 、 白 色 固 体 が 化 合 物 (1-2)で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ か ら 、 化 合 物 (1-
2)は 下 記 の 反 応 に よ り 得 ら れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
【 化 ２ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ４ 】

(1-14)の 合 成
0.5 gの 下 記 化 合 物 D及 び 3 gの テ ト ラ フ ェ ニ ル シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ノ ン に 50 mlの ジ フ ェ ニ ル
エ ー テ ル を 加 え 、 還 流 下 で 10時 間 撹 拌 し た 。 得 ら れ た 反 応 生 成 物 溶 液 を 室 温 に 冷 却 し 、 こ
れ に 100 mlの メ タ ノ ー ル を 加 え 、 析 出 し た 固 体 を ろ 別 し 、 シ リ カ ゲ ル カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ー (ク ロ ロ ホ ル ム )で 精 製 し 、 0.9 gの 淡 黄 色 固 体 を 得 た 。 マ ス ス ペ ク ト ル 測 定 の 結 果
、 淡 黄 色 固 体 が 化 合 物 (1-14)で あ る こ と を 確 認 し た 。 こ れ か ら 、 化 合 物 (1-14)は 下 記 の 反
応 に よ り 得 ら れ た こ と が 分 か る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
【 化 ２ ５ 】
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【 ０ １ ０ ６ 】
以 下 の 化 合 物 b～ vを 下 記 の 実 施 例 及 び 比 較 例 に 使 用 し た 。
【 化 ２ ６ 】
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【 化 ２ ７ 】
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【 ０ １ ０ ７ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 上 記 ジ ス チ リ ル 化 合 物 （ 化 合 物 b） を 20nm蒸 着 し 、 更
に こ の 上 に 上 記 ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光
面 積 が 4 mm ×  5 mmと な る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ
シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ ウ ム ： 銀 の 質 量 比 ＝ 10： 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着
し て 、 比 較 例 1の 発 光 素 子 を 作 製 し た 。
【 ０ １ ０ ８ 】
得 ら れ た 発 光 素 子 に 、 （ 株 ） 東 陽 テ ク ニ カ （ Toyo Corp.） 製 の 「 ソ ー ス メ ジ ャ ー ユ ニ ッ ト
2400型 」 を 用 い て 直 流 定 電 圧 を 印 加 し て 発 光 さ せ 、 そ の 発 光 輝 度 を ト プ コ ン 社 製 の 「 輝 度
計 BM-8」 を 用 い て 測 定 し 、 発 光 波 長 を 浜 松 フ ォ ト ニ ク ス （ 株 ） 製 の 「 ス ペ ク ト ル ア ナ ラ イ
ザ ー PMA-11」 を 用 い て 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 色 度 値 (0.15， 0.20)の 青 緑 色 発 光 が 得 ら れ 、
最 高 輝 度 は 1130 cd/m 2 で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た と こ
ろ 、 膜 面 の 白 濁 が 観 察 さ れ た 。
【 ０ １ ０ ９ 】
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洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル 化
合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm ×  5 mmと な る
よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ ウ
ム ： 銀 の 質 量 比 ＝ 10： 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。
こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.15， 0.
10)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 4370 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率
を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L ＝ 1.4 ％ で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放
置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ０ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-17)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル
化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm ×  5 mmと な
る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ
ウ ム ： 銀 の 質 量 比 ＝ 10： 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た
。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.15，
0.14)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 2920 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効
率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L ＝ 1.3 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放
置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ １ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-24)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル
化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm ×  5 mmと な
る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ
ウ ム  : 銀 の 質 量 比 = 10 : 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し
た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.15
， 0.18)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 2000 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子
効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 1.3 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1
日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ２ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と DCM(7,4-(Dicyanomethylene)-2-methyl
-6-(4-dimethylaminostyryl)-4H-pyran)を 1000対 5の 質 量 比 で 20 nm共 蒸 着 し 、 更 に こ の 上
に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm 
×  5 mmと な る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び
銀 (マ グ ネ シ ウ ム  : 銀 の 質 量 比 = 10 : 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光
素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果
、 色 度 値 (0.30， 0.32)の 白 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 4300 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素
子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 2.2 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素
雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ３ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に Alq(ト リ ス (8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ナ ト )ア ル ミ ニ ウ ム )
と DCMを 100対 1の 質 量 比 で 5 nm共 蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 15 nm蒸 着 し 、 更 に こ の
上 に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm
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 ×  5 mmと な る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び
銀 (マ グ ネ シ ウ ム  : 銀 の 質 量 比 = 10 : 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光
素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果
、 色 度 値 (0.31， 0.33)の 白 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 4400 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素
子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 2.3 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素
雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ４ 】

40 mgの ポ リ (N-ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル )、 12 mgの 2-(4-t-ブ チ ル フ ェ ニ ル )-5-(4-ビ フ ェ ニ ル
)-1,3,4-オ キ サ ジ ア ゾ ー ル 及 び 1 mgの 化 合 物 (1-1)を 2.5 mlの ジ ク ロ ロ エ タ ン に 溶 解 し 、
こ れ を 洗 浄 し た ITO基 板 上 に ス ピ ン コ ー ト し た (1500 rpm、 20 sec)。 得 ら れ た 有 機 層 の 膜
厚 は 110 nmで あ っ た 。 こ の 有 機 層 上 に 発 光 面 積 が 4 mm ×  5 mmと な る よ う に パ タ ー ニ ン グ
し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ ウ ム  : 銀 の 質 量 比 = 10
 : 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発
光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.15， 0.10)の 青 色 発 光 が
得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 1900 cd/m 2 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ５ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-15)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル
化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 発 光 面 積 が 4 mm ×  5 mmと な
る よ う に パ タ ー ニ ン グ し た マ ス ク を 設 置 し 、 蒸 着 装 置 内 で マ グ ネ シ ウ ム 及 び 銀 (マ グ ネ シ
ウ ム  : 銀 の 質 量 比 = 10 : 1)を 50 nm共 蒸 着 し た 後 、 銀 を 50 nm蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し
た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.16
， 0.08)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 3200 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子
効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L   = 1.2%で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1
日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ６ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-2)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル 化
合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し
て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し
た 結 果 、 色 度 値 (0.16， 0.08)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 1400 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の
発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 1.5 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子
を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ７ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル
化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着
し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定
し た 結 果 、 色 度 値 (0.17， 0.17)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 6470 cd/m 2 で あ っ た 。 こ
の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 3.4 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素
子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ８ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-14)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル
化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着
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し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定
し た 結 果 、 色 度 値 (0.16， 0.17)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 2500 cd/m 2 で あ っ た 。 こ
の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L  = 0.8 %で あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素
子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ １ ９ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 dを 4
0 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し
た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1100 cd/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ０ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 eを
40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し
た 。 こ の 発 光 素 子 に 9 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1300 cd/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ １ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 fを
40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し
た 。 こ の 発 光 素 子 に 9 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1200 cd/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ２ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 gを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2500 cd/m 2

の 橙 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ３ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 hを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1800 cd/m 2

の 赤 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ４ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 iを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 6300 cd/m 2

の 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ５ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-2)と 化 合 物 jを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 4500 cd/m 2

の 黄 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
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【 ０ １ ２ ６ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 kを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 3900 cd/m 2

の 黄 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ７ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 mを 10対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2800 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ８ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 mを 1対 10の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 3400 cd/m 2

の 青 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ２ ９ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 nを 1対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1100 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ０ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 oを 10対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1800 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ １ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 pを 20対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 3800 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ２ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 化 合 物 qを 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 20 n
m蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に
陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2100 cd
/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ３ 】
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洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 化 合 物 rを 10 nm蒸 着 し た 後 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ
ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ ン ジ ジ ン )を 30 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 6 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2200 cd/m 2

の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ４ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 (1-2)を 1対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸
着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰
極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2200 cd/m
2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ５ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 dと 化 合 物 kを 100対 1の 質 量 比 で 5 nm蒸 着 し 、 こ
の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 pを 20対 1の 質 量 比 で 20nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 20 n
m蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。
こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 4100 cd/m 2 の 白 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ６ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-14)と 化 合 物 pを 20対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2900 cd/m 2

の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ７ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-14)と 化 合 物 mを 1対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 3700 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ８ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 pと 化 合 物 gを 100対 5対 0.2の 質 量
比 で 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1
と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果
、 1800 cd/m 2 の 白 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ３ ９ 】

Baytron P(PEDOT-PSS溶 液 (ポ リ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン － ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 ド
ー プ 体 )/バ イ エ ル 社 製 )を 洗 浄 し た ITO基 板 上 に ス ピ ン コ ー ト し (1000 rpm、 30 sec)、 150
℃ に て 1.5時 間 、 真 空 乾 燥 し た 。 有 機 層 の 膜 厚 は 70 nmで あ っ た 。 10 mgの ポ リ メ チ ル メ タ
ク リ レ ー ト 及 び 30 mgの 化 合 物 (1-1)を 4 mlの ジ ク ロ ロ エ タ ン に 溶 解 し 、 上 記 基 板 上 に ス ピ
ン コ ー ト し た (1500 rpm、 20 sec)。 有 機 層 の 膜 厚 の 総 計 は 120 nmで あ っ た 。 こ の 上 に 化 合
物 cを 50 nm蒸 着 し た 後 、 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光
素 子 に 10Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 800 cd/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ０ 】
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洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)を 20 nm蒸 着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 dを 4
0 nm蒸 着 し た 。 こ の 上 に LiFを 3 nm蒸 着 し た 後 、 ア ル ミ ニ ウ ム 100 nmを 蒸 着 し て 発 光 素 子
を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1300 cd/m 2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ
た 。
【 ０ １ ４ １ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm 蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-2)と 化 合 物 sを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2500 cd/m 2

の 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ２ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-2)と 化 合 物 tを 1対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を
蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1500 cd/m 2 の
青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ３ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 uを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2700 cd/m 2

の 緑 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ４ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 vを 100対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸
着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 8 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 2200 cd/m 2 の 赤
橙 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ５ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-61)と 化 合 物 pを 100対 2の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰 極
を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1000 cd/m 2

の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ６ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 、 化 合 物 (1-65)と 化 合 物 sを 100対 2の 質 量 比 で 20 nm蒸
着 し 、 更 に こ の 上 に 化 合 物 cを 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1と 同 様 に 陰
極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 に 7 Vの 電 圧 を 印 加 し た 結 果 、 1100 cd/m
2 の 青 色 発 光 が 得 ら れ た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
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洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-2)と 化 合 物 pを 95対 5の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 こ の 上 に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例 1
と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 比
較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.16， 0.18)の 青 色 発 光 を 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 17000
 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L =4％  で あ っ た 。
ま た こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ ４ ８ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 pを 95対 5の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比
較 例 1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波
長 を 比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.16， 0.20)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度
は 10,000 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L =3.5％ で
あ っ た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ ４ ９ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-47)と 化 合 物 pを 99対 1の 質 量 比 で 20 nm蒸 着
し 、 こ の 上 に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 得 ら れ た 有 機 薄 膜 上 に 比 較 例
1と 同 様 に 陰 極 を 蒸 着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を
比 較 例 1と 同 様 に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.16， 0.18)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 12,
000 cd/m 2 で あ っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L =3.5％  で あ っ
た 。 ま た 、 こ の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
【 ０ １ ５ ０ 】

洗 浄 し た ITO基 板 を 蒸 着 装 置 に 入 れ 、 α -NPD(N,N'-ジ フ ェ ニ ル -N,N'-ジ (α -ナ フ チ ル )-ベ
ン ジ ジ ン )を 40 nm蒸 着 し 、 こ の 上 に 化 合 物 (1-1)と 化 合 物 pを 95対 5の 質 量 比 で 20 nm蒸 着 し
、 更 に こ の 上 に ア ゾ ー ル 化 合 物 （ 化 合 物 c） を 40 nm蒸 着 し た 。 比 較 例 １ と 同 様 に 陰 極 を 蒸
着 し て 発 光 素 子 を 作 製 し た 。 こ の 発 光 素 子 の 発 光 輝 度 及 び 発 光 波 長 を 上 記 比 較 例 1と 同 様
に 測 定 し た 結 果 、 色 度 値 (0.15， 0.22)の 青 色 発 光 が 得 ら れ 、 最 高 輝 度 は 13,000 cd/m 2 で あ
っ た 。 こ の 発 光 素 子 の 外 部 量 子 効 率 を 算 出 し た と こ ろ 、 φ E L =3.3％  で あ っ た 。 ま た 、 こ
の 発 光 素 子 を 窒 素 雰 囲 気 下 で 1日 放 置 し た が 、 膜 面 は 透 明 で あ っ た 。
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示的结构： 嵌入图片 （然而，氩 11 中，Ar 12 中，Ar 13 中，Ar 14 和
Ar 15 各自代表芳基或杂芳基，Ar表示苯环，萘环，菲环或蒽环中，Ar
中，Ar 11 中，Ar 12 中，Ar 13 中，Ar 14 和Ar 15 的至少一个稠合芳基
或的冷凝或Hichijimiwa杂芳基或具有稠合芳基或稠或Hichijimiwa杂芳基
中，Ar 11 中，Ar 12 中，Ar 13，中，Ar 14 和Ar 15 从不彼此键合而形
成环，分别将R 11 是取代基并且n 11 表示0或更大的整数）。
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